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Research on Kindergarten Teacher’s Belief System
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Abstract. The aim of this study is to clarify the structure of teacher’s belief system in 
kindergarten.　The questionnaire was adopted as a method for this research. It consists of 
sixty-eight questions.　Consequently, 104 responses were collected from kindergarten 
teachers.　The data were analyzed from three aspects; their ages, lengths of  their career, 
and qualifications.　The following are the main results.　1) Kindergarten teacher’s Belief is 
different depending on the age.　2) Kindergarten teacher’s Belief is changed by the 
experience.　3) Kindergarten teacher’s Belief was different according to their acquired 
qualification.　Namely, Belief is different in those who acquire the nursery teacher 
qualification and those who acquire the teacher of the elementary school.
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１．はじめに

　保育者はどのような子ども観，保育観，信念などを
持って日々の保育を行っているのだろうか。担任して
いる幼児を，元気な子どもと考えるか，それとも落ち
着きのない子どもと考えるか，保育者の捉え方によっ
て，子どもに対する保育行動は変化することが考えら
れる。このことから保育者のもつ子ども観・保育観は，
子どもに大きな影響力を与えるといえよう。
　Belief は心理学や社会心理学の中で使用されてきた
言葉である。Karl E. Scheibe（1970）は心理学の立場
から，「行動の手引き書である」と述べ，西田（1998）
は，社会心理学の立場から「ある対象と他の対象，概
念，属性との関係によって形成された認知内容」であ
ると定義した。また Albert Ellis が提唱する論理療法
の中では，出来事の「受け取り方」のことであるとし
ている（國分，1999）。Belief には，「そうあらねばな
らない」と強く思うものから「どうあってもいい」と
いう執着のないものまである（西田，1998）。
　森・植田・大元・西田・湯川（1986）は，保育観や

子ども観，指導観，イデオロギー，またその背景とな
る人間観などを総称して，保育者の Belief と呼んだ。
保育者の Belief や保育観・子ども観などについての研
究は，1980年～90年代にかけて幾つか行われている（赤
塚ら1981，森ら1985，森ら1986，藤崎ら1985・藤崎ら
1986，邨橋ら1989，中1996）。その多くは質問紙法に
より調査された。森ら（1986）は経験年数と保育への
意欲・指導タイプと保育者の Belief の関係について，
邨橋ら（1989）は幼稚園教諭用の保育観尺度を作成し，
教諭のもつ保育観について，保育者の支配的態度，生
活態度・秩序の管理・強制，子どもの主体的行動の容
認などの６因子を抽出した。観察の手法を用い保育者
の保育観と保育行動を明らかにした研究には，赤塚ら

（1981）が保育者の行動特性が「子どもの自立的働き
かけの受容」｢ 子どもの依存的働きかけの受容」「与
える形式の話法に比べて求める形式の話法が多い」な
ど７つに分類できること，森ら（1985）が３人の保育
者に共通する５つのイデオロギーの共通要素（個人の
尊重，子どもの活動意欲や集中力を養うこと，遊びを
持続・発展させるために興味関心をもたせることな
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ど）があったこと，を報告している。
　教師を対象とした Belief 研究では，河村（2000），
羽鳥ら（2003），内田（2003），小谷（2005），河村ら（2004）
により教師の Belief が明らかにされてきた。方法とし
ては，引用した全ての先行研究が，河村（1995）が作
成した「教師特有の Belief 尺度」を用いてアンケート
調査を実施していた。その結果，教師の Belief の特徴
として，「ねばならない」「～べきである」と定義され
るイラショナル・ビリーフ（irrational belief）が示さ
れており，イラショナル・ビリーフ以外の Belief に触
れたものはなかった。
　先行研究の結果からは，保育者側の Belief には，「子
どもの主体的行動の容認」「個人の尊重」「興味関心を
持たせること」などの結果がみられ，「～ねばならない」
という教師特有の Belief とは異なっていることが予想
される。しかし，先行研究では，それぞれの調査方法
が異なるために，保育者と教師の Belief を比較するこ
とができない。そこで，本研究では，河村（1995）の
尺度を用いて，小学校教諭と同様のアンケート調査を
幼稚園教諭を対象に実施し，小学校教諭の Belief との
比較を行うとともに，幼稚園教諭の Belief を明らかに
する。

２．方　法

（1）アンケートの作成
　アンケートの作成は，河村（1995）の作成した「教
師特有のビリーフ尺度」を幼稚園教諭用に修正，作成
した。作成したアンケートを表１に示す。河村（1995）
が明らかにした小学校教諭のもつ Belief の結果と比較
するために，修正は最小限にとどめながらも，「学習
内容」を「保育の内容」に，「学習成績」を「活動」
にするなど，幼児教育に携わる保育者が回答を行う際
に，違和感を覚えないような表現方法に留意した。項
目数は68項目，５件法（５：とてもあてはまる，４：
だいたいあてはまる，３：どちらともいえない，２：
あまりあてはまらない，１：全くあてはまらない）に
て回答を求めた。また回答者の属性と Belief との関係
を明らかにするために，年齢，経験年数，資格につい
て記入欄を設けた。
（2）対象者と依頼方法
　対象者は，Ｙ県，Ｔ県の私立，公立幼稚園に勤務す
る幼稚園教諭137名である。依頼方法は，研修会にお
いてアンケート用紙を配布し，終了時に回収を求める，
または園を通して依頼を行い，園ごとにアンケート用
紙を郵送し，同封の封筒にて返信を求めた。調査は，
2007年７月～９月にかけて実施した。回収数は104部，

回収率は75.9％であった。

３．結果と考察

（1）回答者の属性
　回答者の年齢（図１），経験年数（図２），幼稚園免
許以外に取得している資格（図３）に関して，以下に
示す。

図１　回答者の年齢

図２　回答者の経験年数の内訳

図３　幼稚園免許以外に取得している資格

（2）幼稚園教諭特有のBelief について
　幼稚園教諭特有の Belief を明らかにするために，河
村（2000）の方法に倣い，68項目の項目ごとの平均値
を算出し，全尺度得点の平均値（3.51）とそれぞれに
t 検定を行った。その結果，有意（p<.01）に得点の
高かった26項目を抽出した（表２）。
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１）幼稚園教諭特有のBelief について
　分析の結果，幼稚園教諭は保育職についていること
への喜びややりがいを感じているものが多いことが明
らかになった。また，担任クラスの幼児に対して強い
責任感を感じているものや，よりよい保育方法を身に
つけることを重要と考えているものが多いことから
も，幼稚園教諭という自らの仕事に誇りと喜びを感じ，
取り組む姿勢が伺える。しかし，そのことが逆に「職
業」という意識を薄め，「保育者の仕事に範囲はなく，
勤務時間外でも必要があればしなければならない」と
いうBeliefにもつながっていることが考えられる。「担
任している子どものために」という思いが強く，真面
目で熱心に取り組むあまり，勤務時間外にも保育の準
備や書類作成などを行い，その結果として，保育職に
やりがいや喜びを感じながらも，常に多忙で疲労感を
感じている保育者が多いことが考えられる。幼児に希
求する Belief には，明るく元気で，協調性があり，しっ
かりと言葉や態度で示せることを望む傾向がみられ
た。これは，理想的とされる幼児像であり，また園の
保育方針等にも使用されている言葉であることから，
妥当な結果であるといえるだろう。しかし，実際の保
育現場では幼児の様相は多様であり，本研究で使用し
たアンケート項目では記載できなかったものがあるこ
とが予想される。実際の保育現場で見られる幼児の多
様な姿について，幼稚園教諭がどのように感じ，対応
しているのかについて今回の調査では明らかに出来な
かった。

２）小学校教諭特有のBelief との比較
　河村（2000）が報告した小学校教諭特有の Belief は
全28項目であった。幼稚園教諭に強くみられた26項目
中，22項目は小学校教諭の結果と一致した。幼稚園教
諭のみにみられたものは，項目３，12，20，56の４項
目であった。幼稚園教諭のみにみられた Belief で最も
特徴的な点は，「～でなければならない」というイラ
ショナル・ビリーフが含まれていなかったことであ
る。このことから，小学校教諭よりも幼稚園教諭の方
が緩やかな Belief を持っていることが考えられる。ま
た，実践においてはさまざまなタイプの保育者がいる
ということからは，幼児教育には学齢期以降の指導要
領にあたるものがなく，それぞれの保育者のやり方で，
保育を行っていることが考えられる。しかし，かといっ
て自身の思うように保育を展開していくことが可能な
わけではなく，項目３にあがったように，同僚との同
一歩調をとることも重視されている。保育職には，園
という組織の中で同僚との足並みをそろえながら，自
分自身で考え，保育をしていく姿勢が求められている
ことが伺える。また保育技術よりも人間性を重視して
いる保育者が多いことが挙げられた。人間性という各
人によって目指すものが異なるものは，主観的な部分
に依ることが大きく，何をもって人間性が高いという
評価を行うのかが，明確ではない。そのために自分自
身の保育の評価を行いにくく，自己肯定感の低下や不
安感などにつながることが考えられる。
　小学校教諭のみにみられた項目には，項目29，58，
51，55，21，47が挙げられる。これらの内容は「厳し
さ」，「効率性」，「児童への毅然とした態度」などを求
めるものである。ゆったりと子どもを待ったり，安ら
ぎの場であろうとする幼稚園教諭の Belief にあてはま
らなかったのは，当然の結果といえよう。

（3）Belief と幼稚園教諭の属性の関連について
　河村（2000）による先行研究の小学校教諭の結果で
は，各属性と Belief について有意な差は認められな
かったことが報告されている。幼稚園教諭の Belief と
３つの属性（年齢，経験年数，取得している免許）と
の関係を検討するため，一要因の分散分析を行った。
１）年齢とBelief について
　年齢では，以下の４項目に関して有意な差が見ら 
れ た。【 項 目10（F（3, 101）＝3.28. p<.05）， 項 目15 

（F（3, 101）＝3.57. p<.05）， 項 目23（F（3, 101）＝3.35. 
p<.05）， 項目38（F（3, 101）＝4.11 p<.01）】抽出された
各項目の平均値を表３に示す。
　項目10では，20代と40代・50代に，30代と40代との
間に有意な差がみられた。項目15では，20代と40代，

表２　幼稚園教諭に強く見られたBelief
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30代と40代・50代の間で有意差が見られた。このこと
から，この２つの項目は，20代と30代の幼稚園教諭特
有の Belief であることがわかった。年齢が若い保育者
ほど幼児への対応を平等に行うべきだと考えているこ
とは，若い保育者の幼児に対する公平な姿勢と捉える
こともできる。しかし，これは40代・50代の保育者が，
個々の子どもにあわせた関わりを行っていることの現
れであるとも考えられる。保育者は，多くの保育経験
や自分自身の子育てなど人生経験を経ることで，定形
ではない関わりの必要性を感じていることが示唆され
た。項目23は，50代と20代・40代の間に有意差がみら
れ，50代の幼稚園教諭の特有の Belief であること，項
目38は40代の結果が他の３つの年代と比較して，いず
れも有意に低いことから，40代の幼稚園教諭はあまり
強く感じていないことがわかった。この２項目も先の
項目と同様，自身の子育てなどを通した自らの経験か
ら出た回答であろう。また，この年代は，園長や主任
など園の保育全体を管理する立場となり，家庭からこ
のような要望を聞くことが多くなることも１つの要因
だと考えられる。
２）経験年数とBelief について
　経験年数では，以下の５項目において有意な差がみ
られた。【項目10（F（3, 101）＝3.45. p<.05），項目14 

（F（3, 101）＝2.71. p<.05）， 項 目15（F（3, 101）＝3.99.
p<.05）， 項 目25（F（3, 101）＝3.48. p<.05）， 項 目61 

（F（3, 101）＝5.38.p<.01）】抽出された各項目の平均値
を表４に示す。
　項目10・14はともに，６年以下と29年以上，７－17
年と29年以上の間に有意差がみられ，29年以上の経験
年数の教諭にはみられない Belief であることがわかっ
た。項目15は，６年以下と18－28年・29年以上との間

に，また７－17年と18－28年・29年以上との間に有意
な差があり，経験年数18年以下の幼稚園教諭特有の
Belief であることがわかった。項目25は，６年以下と
７－17年・18－28年の間に有意差がみられた経験年数
6年以下のものはいずれの項目でも高い値であった。
これらの項目からは，経験年数の少ない保育者ほど，

「～するべきだ」という Belief を多く持っていること
が明らかになった。そして様々な保育経験を基に，次
第に，多くの Belief の中から自分なりの Belief を構築
していることが考えられる。項目61は，７－17年と他
の３つの経験年数（６年以下，18－28年，29年以上）
の間で有意差がみられた。「保育者の力量は経験年数
にほぼ比例する」というこの項目は，保育経験７－17
年の保育者にはみられない Belief であった。このこと
からは，新任といわれる時代には経験年数を積むこと
で力量が形成されると考えており，経験を積んだ18年
以上の保育者は，自身の経験が保育の力量へと結びつ
いていると考えていることが示唆された。新任の時代
を過ぎた保育者が，経験年数と力量が無関係であると
考えているのは興味深い。10～20年近くの経験を積ん
だこの時期の保育者は，園内において中堅，ベテラン
層として，様々なことを任される立場である。無我夢
中であったそれまでから，自分や周りの保育者のやり
方を客観的に見られる時期に入る。それまでの先輩保
育者の保育に追随していくやり方から，自分の保育の
方法を確立していく中で，先輩・後輩保育者の保育を
見て，経験年数に関係なくよい保育をしているものを
認められる時期であると考えられる。
　河村（2000）の先行研究では，小学校教諭の Belief
に年齢や経験年数での差は見られなかったが，幼稚園
教諭では有意な差が見られた。幼稚園教諭は，経験に
よって自らの Belief を変化させていることが分かっ
た。これは，保育活動が保育者自らの経験や人生と深
く結びついていることの表れだと思われる。
３）資格とBelief について
　幼稚園教諭が取得している幼稚園教員免許以外の資
格（保育士資格，小学校教員免許）について分析を行っ
た。回答では，中学校教員免許（２名），介護士，栄
養士などその他（６名）もいたが，少数のため分析か
らは除外した。この属性に関しては，保育士資格と小
学校教員免許の２つであったために，t 検定により分
析を行った。その結果，以下の８項目に関して，有意
な差が認められた。保育士資格を持っている幼稚園教
諭には， 項目41（df＝101, t＝.95, p<.01）， 項目45（df
＝102, t＝1.97, p<.01）， 項目56（df＝102, t＝1.50, p<.05）， 
項 目62（df＝101, t＝1.20, p<.05）， 項 目67（df＝102,  
t＝1.13, p<.05）が強い Belief としてみられ，小学校教

表３　年齢によるBelief アンケートの平均値

表４　経験年数によるBelief アンケートの平均値
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員免許を持っている幼稚園教諭は，項目７（df＝101, 
t＝－1.25, p<.05）， 項目16（df＝101, t＝－.53, p<.05）， 
項目29（df＝102, t＝－1.09, p<.01）の３項目が強い
Belief であることがわかった。
　資格と Belief に関しては，幼児教育と学校教育それ
ぞれの持つ Belief を明らかにする結果となったと思わ
れる。幼稚園教員免許に併せて保育士資格を持ったも
のは，明るく元気な子どもとの間に信頼感を持つこと
を大切に考え，やりがいのある保育職という仕事を園
全体で同じ方針で取り組むことを大切にしているのに
対し，幼稚園教員免許に小学校教員免許を併せて持っ
たものは，子どもに指導を素直に聞く態度を求め，指
導書を参考にして，継続的に保育を進めることを大切
だとしている。保育士資格を有する幼稚園教諭のもつ
Belief はあくまでも理想を求めているのに対し，小学
校教員免許を持つ幼稚園教諭のそれは現実的なものを
求めている。このことから，同じ幼稚園教諭の中でも，
取得している資格によって，異なる Belief を持ってい
ることが示唆された。

５．おわりに

　幼稚園教諭の持つ Belief を明らかにし，先行研究で
明らかになった小学校教諭の Belief との比較を行った
結果，おおむね同様の Belief を持っていることが明ら
かになった。しかし，細かな部分では，「小学校教諭
特有の Belief との比較」または「資格と Belief につい
て」で示したとおり全く異なっており，今後，より詳
細にみていく必要があると思われる。近年，幼児教育
と学校教育が連携をとることの重要性が言われ，ス
ムーズに連携を行うための様々な工夫が行われている

（佐々木，2004，河崎・吉田・北谷・藤本・権部・浅田，
2004）。しかし，実態としては連携に費やす時間がない，
幼稚園から多数の小学校へ分散するためすべての学校
と連携をとることが困難などという理由で，連携を取
ることは困難とされている。しかし，それだけでなく，
本研究で明らかになった幼稚園教諭と小学校教員の
Belief の差も１つの要因ではないかと考える。今後，
幼児教育と学校教育，それぞれの現場で持っている
Belief の差を考慮することで，よりスムーズな幼小連
携を行える可能性があることが示唆された。
　また，あらかじめ質問項目が決まっていた本研究の
方法では，幼稚園教諭それぞれの細かな保育観，
Belief まで明らかにするには限界があった。返信され
たアンケート用紙の回答欄に「年齢によって違う」「子
どもによって異なる」「幼稚園教諭としては答えにく
い部分もあった」との意見が記入されていた。このこ

とは，このアンケート項目では自分自身の Belief を表
せない，という幼稚園教諭の思いがあり，別の Belief
が存在することが推測される。今回は幼稚園教諭のも
つ Belief について，おおまかな傾向を知ることができ
た。しかし本来 Belief とは，より個人的であり，細か
な Belief の気づきや理解は，自分の保育を深める１つ
の材料になると思われる。より詳細な Belief について
の検討が今後の課題である。
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表１　Belief アンケート質問項目



幼稚園教諭の Belief に関する研究―小学校教員との比較から―

― 339 ―




